
伝
建
地
区
の
視
察
研
修
会 

催

つ
い

 

開

さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も

に

て

 

い
て
、

月
十
七

と
し
ま
し
た
。 

多

は
奈
良
井
の
北
隣
に

は
伝

工
芸
の

い
で
す
。

 

区
２
ヶ
所
で

 

建

区

 

い
と
思
い

井

宿

漆

 

ご
一

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
か
ね
て
よ
り
話

今
号
は
、
視
察
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
塩
尻
市
内
の
伝

井
」

「
奈
良
井
」
は
、
国
内
で
も
最
も
古
い
伝
建
地
区
の
ひ
と

曾
平
沢

題
だ
っ
た
伝
建
地
区
の
視
察
研
修
会
に
つ

十

日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
地
は
、

長
野
県
塩
尻
市
に
所
在
す
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

す
。 

地

木
曾
平
沢
」

の
特
集

「
ま

「、
奈
良木

つ
で
、
整
備
も

。

た

「

」

位
置
し
、
奈
良
井
の
枝
郷
と
し
て
発
生
し
た
も
の
の
、
奈
良

が

場
町
で
あ
る
の
に
対
し
、
木
曾
平
沢

統

工

発

し
て
き
ま
し
た
。

す

ま

町
と
し
て

読
い

展

 

な

た
だ
き
、

の

考

れ
ば
幸

当
日

参

と

 

《
木
曾
平
沢
》 

 

木
曾
平
沢
は
、
中
山
道
や
奈
良
井
川
が
南
北
に
縦
断
す
る

市
域
南
部
の
中
央
に
位
置
し
、
谷
あ
い
を
北
流
す
る
奈
良
井

川
が
大
き
く
湾
曲
し
た
河
川
敷
に
発
達
し
た
集
落
で
す
。 

 

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
奈
良
井
川
の
左
岸
に
あ
っ
た

道
が
右
岸
に
付
け
替
え
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
周
辺
の
山

伝建地区の視察研修会にご参加いただき、ありがと

うございます。本日の日程は、次の通りです。 

8:00 上条地区集合・出発 

8:30 勝沼 IC 

9:45 塩尻 IC 

10:30 ｢奈良井｣見学（担当職員より説明） 

12:00 昼食（蕎麦｢ながせ｣ 温冷選べます） 

13:30 ｢木曾平沢｣見学（担当職員より説明） 

15:00 塩尻出発（ご希望により物産館に寄ります） 

17:00 上条地区到着・解散 

 今回の研修では、上条地区で進められている「情報

館」整備事業と絡めて、民家の修理（外観を古く見せ、

内部は生活に合わせて快適に）・修景（周囲の景観に

合わせて新築する）を中心に見たいと思います。 

上
条 

報告 
号 外 

平成２１年１０月
 
 

甲州市教育委員会
☎32‐1411 

林
付
近
に
生
活
し
て
い
た
人
々
が
そ
の
道
沿
い
に
居
住
す
る

こ
と
で
、
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
り
慶
長
七
年
に
中
山
道
の
一

部
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
成
立
し
た
平
沢
は
、
近
世
に
は
奈
良
井
宿
の
枝

郷
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
檜
物
細
工
や
漆
器
な
ど
の
生
産
で

生
計
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
「
木
曾
物
」
と
総
称
さ
れ

て
い
た
漆
器
も
、
近
世
後
期
に
な
る
と
「
平
沢
塗
物
」
の
名
で

流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

保
存
地
区
は
、
東
西
約
二
〇
〇
ｍ
、
南
北
約
八
五
〇
ｍ
、
面

積
十
二
・
五
㌶
の
範
囲
で
、
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
本
通
り
と
呼

称
さ
れ
る
中
山
道
が
南
北
に
縦
断
し
、
そ
の
西
側
に
並
行
し
て

金
西
町
の
街
路
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り
の
両
側
に
、

近
世
後
期
に
遡
る
奥
行
き
の
深
い
短
冊
状
の
敷
地
割
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
通
り
と
金
西
町
の
街
路
に
沿
っ
て
形
成

さ
れ
た
町
並
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
景
観
を
み
せ
て
お

り
、
本
通
り
は
道
の
両
側
で
漆
器
の
店
舗
を
も
つ
主
屋
が
多
く

み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
近
世
に
な
っ
て
開
削
さ
れ
た
金
西
町

の
街
路
は
、
店
舗
を
も
た
な
い
主
屋
、
つ
ま
り
職
人
町
と
い
っ

た
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

 

木
曾
平
沢
は
、
店
舗
の
本
通
り
と
職
人
町
と
し
て
の
金
西
町

の
街
路
が
一
体
と
な
り
、
漆
器
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
行
う
漆

工
町
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
有
し
ま
す
。 

 

《
奈
良
井
》 

 

奈
良
井
は
、
戦
国
時
代
に
武
田
氏
の
定
め
た
宿
駅
と
な
っ
て

お
り
、
集
落
の
成
立
は
さ
ら
に
古
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
慶
長

七
年
（
一
六
〇
二
）
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
伝
馬
制
度
が
設
け

ら
れ
て
中
山
道
六
十
七
宿
が
定
め
ら
れ
、
奈
良
井
宿
も 

 
木曾平沢と奈良井の位置関係 

ＪＲ中央本線で一駅の距離にあります。また、市 
内には塩尻・洗馬・本山・贄川・奈良井の５宿が 
集まっています。 

そ
の
宿
場
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

選
定
地
区
は
中
山
道
沿
い
に
南
北
約
一
㎞
、
東
西
約
二
〇

〇
ｍ
の
範
囲
で
、
南
北
両
端
に
神
社
が
あ
り
、
町
並
み
の
背

後
の
山
す
そ
に
五
つ
の
寺
院
が
配
さ
れ
、
街
道
に
沿
っ
て
南

側
か
ら
上
町
・
中
町
・
下
町
の
三
町
に
分
か
れ
、
中
町
に
本

陣
・
脇
本
陣
・
問
屋
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

奈
良
井
宿
は
、
中
山
道
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ
た
鳥
居
峠

を
ひ
か
え
、
峠
越
え
に
そ
な
え
て
宿
を
と
る
旅
人
が
多
く
、

「
奈
良
井
千
軒
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し

た
。
現
在
も
宿
場
当
時
の
姿
を
よ
く
残
し
た
建
物
が
、
街
道

の
両
側
に
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。 

 

建
物
の
大
部
分
は
中
二
階
建
で
、
低
い
二
階
の
前
面
を
張

り
出
し
て
縁
と
し
、
勾
配
の
緩
い
屋
根
を
か
け
て
深
い
軒
を

出
し
て
い
ま
す
。
屋
根
は
石
置
屋
根
で
し
た
が
、
今
日
は
ほ

と
ん
ど
鉄
板
葺
で
す
。
二
階
正
面
に
袖
壁
を
も
つ
も
の
も
あ

り
、
変
化
の
あ
る
町
並
み
を
構
成
し
て
い
ま
す
。 



 

奈良井（宿場町） 
地区決定 ①面積 17.6ha 
          ②決定告示日 
         1978年2月24日 
物件数   ａ建築物 160棟 
         ｂ工作物   7件 
     ｃ環境物件 1 件 

木曾平沢（漆工町） 
地区決定 ①面積 12.5ha ②決定告示日 2005年12月1日 
物件数    ａ建築物 200棟 ｂ工作物 20件 
       ｃ環境物件 16 件 


